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論文内容の要旨
【目的】インターフェロン(IF:--J)により誘導されるMx八蛋白の抗ウィルス作用を調べるために、 IF:¥J治
療中の末梢血単核細胞における:.1xA蛋白の定量を行ったc
【方法】対象は1FT¥'治療を施行されたC型慢性肝炎患者42例。 IFl¥-α9または10MIC/I:J 4週間連投後週
3阿隔日投与を20週間、もしくはIF:.'-Jー β4MIU!日8週間連日投与した。 MxA蛋自の測定はELlSA法に
て行い、治療前、治療開始後2、4、12(β投与群は6)週目、終f時、終了後6ヶ月自におけるPBMC1
Ofocels中のMxA蛋白発現量(μg)にて表記した。治療終了後6ヶ月間、血中IICVRNA持続陰性化群例を
著効 (CR)群、それ以外を無効 (NR)群とした。
【結果】 IFN-α治療例におけるCH群のMxA蛋自発現量は、 NH群と比較してZ週日 (p=0.004) と4週
目 (p<O.OOl)で、 IFN-β治療例では2週目において有意に上昇した (p=O.031)oIFN治療中の各症例
のMxA蛋白最高発現量は2週日から 4週自にかけてみられ、 CR群において有意に高値であった (pく0.001.
p=O.027)o JFN-α治療を施行されたgenotypelb、HCVRNA量 1Meq/ml未満の低ウィルス群は、それ
以上の抗ウィルス群よりもMxA蛍自発現量は有意に高値であった(P<O.OOl)。高ウイルス君群Iで、lはまMxA蛋
白最高高.発現量が0.8μg/ハ10'、el治Sを越える症例はなかつた。 IFN一α投与群において、治療開始2週固まで
にHCVRNAが消失したCR群のMxA蛋白発現量は、 2週日でIICVRNAが陰性化しなかったNR群よりも
有意に高かった。 (p=O.028)。
【結論】 IFN治療におけるMxA蛋白の発現は、 IFNl冶療効果ならびにHCVRNA排除に関与している可能
性を示すものと考えられ、血中のMxA蛋白発現量を測定することでインターフェロン治療成績の予測因子
となりうることが示された。
論文審査の結果の要旨
インターフ 4 ロン(IFN)により誘導される:'vIxA蛋白の抗ウィルス作用を調べるために、 IFN治療中の
末梢血単核細胞 CPBMC)におけるMxA蛋自の定量を行った。
対象はIFN治壌を施行されたC型慢性肝炎患者42例。 IFN-α9または10MIU/臼を 4週間違投後週3固
隔H投与を20週間、もしくはIドN-β1MIU/Rを8週間連日投与した。 MxA蛋白の測定はELISA法にて
行い、治療前、治療開始後2、4、12(β投与群は6)週目、終了時、終r後6ヶ月日におけるPBMC106cells
中のMxA蛋白発現量 (μg)にて表記した。治療終了後6ヶ月間、向中HCVRNA持続陰化群例を著効 (CR)
群、それ以外を無効 (NR)群とした。
その結果、 IFN-α治療-o:IJにおけるCR群のMxA蛋自発現量は、 NR群と比較して 2週目(p=O.004)と4
週目 (p<O.OOl)で、 IFN-β治療例では 2週白において有意に上昇ーした (p=0.031)0 IF:-.J治療中の各症
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例のMxA蛋白最高発現量は2週目から 4週日にかけてみられ、 CR群において有意に高怖であった
(p<O.OOl. p=O.021)o IFN-α治療を胞行されgenotypelb、HCVRNA電 1Meq/ml未満の低ウィルス
群は、それ以上の高ウィルス時よりも:¥1xA蛋白発現量は有意に高値で-あった (pく0.001)。高ウィルス群で
はMxA蛋白最高発現量が0.8μg/lO.cellsを越える症例は無かった。 IFN-α投号群において、治療開始2
週日までにIICV}{NAが消失したCR群のMxA蛋白最高発現量は、 2週目でHCVR)JAの陰性化をみたが治
療後NRであった群よりも有意に高かった。 (p=O.046)。
以上のことから、 IFN治療におけるMxA蛋向発現は、 IFN治療効果ならびにHCVRNA排除に関号して
いる可能性を示すものと考えられ、血中のMxA蛍自発現量を測定することでインターフエロン治療成績の
予測因子となりうることが示された。
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